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震災の経験を後世に受け継いでいくために

東日本大震災伝承シンポジウム

仲間とともに巣立ちの春

市内小中学校で卒業式

夢への第一歩に市民熱狂

佐
さ

々
さ

木
き

朗
ろ う

希
き

投手のメジャーデビュー戦を応援

　３月１日㈯、公益社団法人３.11メモリアルネットワーク主催の東日本大震災伝承シンポジウムが、市コ
ミュニティホールで開催されました。
　持続的な震災伝承のあり方について事例発表とディスカッションが行われた本イベント。震災の記憶の

風化が進む中、震災を知らない世代を含めた次世代へこの教訓を
受け継いでいこうと、来場者は学びを深めました。
　事例発表者として壇上に上がった市観光物産協会の小

こばやしだいき
林大樹事

務局長補佐は、高田松原津波復興祈念公園でのパークガイドの取
り組みに触れ、「震災を体験していないＵ・Ｉターン者などにも
ガイドの担い手になってもらっている」と話し、教訓を未来につ
ないでいくための伝承のあり方を共有しました。

　３月13日㈭から19日㈬にかけて、市内小中学校の卒業式が行われました。
　創立150周年の節目の年度に行われた米崎小学校の卒業式で
は、20人の児童が卒業証書を受け取りました。佐

さ
々
さ

木
き

一
かず

義
よし

校
長は「今受け取った卒業証書には、家族や地域の皆さまの深い
愛情が詰まっていることを忘れないでほしい」と挨拶し、卒業
生はそれに応えるように、感謝の言葉と合唱でお世話になった
方々への思いを伝え、思い出の学び舎を巣立ちました。

　本市出身で、米大リーグのロサンゼルス・ドジャースに所属する佐々木朗希投手が出場した開幕シリー
ズのパブリックビューイングが、３月19日㈬、アバッセたかたで行われました。
　待望のメジャー初先発となったこの日、会場には熱い声援を送ろうと約80人の市民らが集まりました。

２回まで無失点が続いた佐々木投手のピッチングに、この春
高田小学校を卒業した菅

かんのしょうた
野奨太さんは「やっぱり150kmを超

えるストレートが魅力。無失点で抑えて、これからメジャー
で活躍するようなスター選手になってほしい」と期待を寄せ
ました。
　佐々木投手は、制球に苦しみながらも３回１失点と堂々の
デビュー。チームを勝利に導き、見事に市民の声援に応えて
くれました。

震災伝承の意義を訴えかけました

家族や先生、地域の皆さんに
感謝の思いを伝えました（米崎小学校）

地元から熱いエールを送りました

令和６年度卒業人数

小学校（８校） ： 114人　　中学校（２校） ： 136人

教訓伝承

感謝を

胸に

令和の

怪物

みなさんからの情報をお寄せください。

市役所企画政策課 （内線 334）

高
齢
者
の
生
活
に
必
要
な

日
常
生
活
用
具
購
入
費
を

助
成
し
ま
す
‼

　

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

は
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
に
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
人
、
単
身
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る

た
め
の
次
に
掲
げ
る
用
具
に
係
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

●
給
付
用
具
の
種
類

❶ 

電
磁
調
理
器

❷ 

火
災
警
報
器

❸ 

自
動
消
火
器

❹ 

サ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー

●
給
付
対
象
者
と
給
付
基
準
額
お
よ
び

給
付
区
分
条
件

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
構
成
員
で
次
に
掲
げ
る

用
具
の
区
分
ご
と
の
対
象
者（
基
準

額
以
内
の
助
成
と
し
、基
準
額
を
超
え

る
金
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

❶ 

電
磁
調
理
器

　
原
則
65
歳
以
上
の
単
身
者
で
心
身

の
機
能
の
低
下
に
よ
り
防
火
上
の
配

慮
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

◎
基
準
額　

４
万
１
千
円

●
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
か
つ
て
は
、「
不
治
の
病
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た「
が
ん
」で
す
が
、

近
年
は
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
早
期

に
発
見
で
き
れ
ば
完
治
す
る
こ
と
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
が
ん
は
日

本
人
の
死
因
１
位
で
あ
り
、
２
人
に
１

人
以
上
は
何
ら
か
の
が
ん
に
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
の
う
ち
は
無
症
状
と
い
う
特
徴

が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
阻
む
要

因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
市
で
行
っ
て
い
る
が
ん
検
診

40
歳
以
上
が
対
象
の
検
診

○
胃
が
ん
検
診
…(

毎
年)

胃
部
Ｘ
線

撮
影
(
バ
リ
ウ
ム
)

　
Ｘ
線
検
査
は
、
発
泡
剤
と
バ
リ
ウ

ム（
造
影
剤
）を
飲
み
胃
の
中
の
粘
膜

を
観
察
し
ま
す
。

○
肺
が
ん
検
診
…(

毎
年)

胸
部
Ｘ
線

撮
影
、
痰
の
検
査

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
肺
全
体
を
映

❷ 

火
災
警
報
器

　
原
則
65
歳
以
上
の
単
身
者
で
寝
た

き
り
の
状
態
に
あ
る
人

◎
基
準
額　

５
千
円

❸ 

自
動
消
火
器

　
原
則
65
歳
以
上
の
単
身

者
で
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人

◎
基
準
額　

２
万
８
７
０
０
円

❹ 

サ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー

(
玄
関
チ
ャ
イ

ム
と
連
動
し
て
、
外
部
か
ら
の
連
絡

を
光
で
知
ら
せ
る
器
具
)

　
原
則
65
歳
以
上
で
高
齢
に
よ
る
重

度
の
聴
覚
障
が
い
が
あ
る
人

◎
基
準
額　

１
万
２
９
０
０
円

※
サ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
の
給
付
の
み
、

現
物
給
付
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
申
請
か
ら
助
成
の
流
れ

１
：
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
申
請

書
を
市
に
提
出

２
：
給
付
決
定
後
、
購
入

３
：
購
入
の
領
収
書
な
ど
を
添
え
て
請

求
書
を
市
に
提
出

４
：
用
具
購
入
に
要
し
た
金
額
を
受
け

取
る

問
い
合
わ
せ
先

 

市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
１
７
）

す
撮
影
を
し
ま
す
。
痰
の
検
査
は
対

象
者
の
み
で
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診
…(

毎
年)

便
潜
血

検
査

　
検
査
は
２
日
分
の
便
の
表
面
を
こ

す
り
と
り
提
出
し
ま
す
。
便
に
潜
む

血
液
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

男
性
の
み
対
象
の
検
診

○
前
立
腺
が
ん
検
診
…

(
50
歳
以
上
・

毎
年
)血
液
検
査

　
前
立
腺
特
異
抗
原（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）の
値

を
測
定
し
、
前
立
腺
が
ん
の
可
能
性

を
調
べ
ま
す
。

女
性
の
み
対
象
の
検
診

○
乳
が
ん
検
診
…(

40
歳
以
上
・
２
年

に
１
回)

乳
房
Ｘ
線
撮
影

　
乳
房
を
片
方
ず
つ
板
で
は
さ
み
撮

影
し
ま
す
。
触
っ
て
も
分
か
ら
な
い

し
こ
り
や
石
灰
化
を
見
つ
け
ま
す
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
…(

20
歳
以
上
・

２
年
に
１
回)

子
宮
頸
部
細
胞
診

　
検
査
は
ブ
ラ
シ
な
ど
で
子
宮
頸
部

の
表
面
を
こ
す
り
、
採
取
し
た
細
胞

を
顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。

●
が
ん
検
診
の
申
し
込
み

　
４
月
中
に
各
世
帯
へ
「各
種
検
診
申

込
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

 

市
役
所
保
健
課
健

康
推
進
係（
内
線
２
３
５
）

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
が

始
ま
り
ま
す
！

保
健
だ
よ
り

518

125
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